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第１回 震災伝承検討会議の議題 
（１）「震災伝承検討会議」の役割・スケジュール 
（２）「石巻市震災伝承計画」の枠組み（案） 
（３）震災伝承の現況と課題 
（４）震災伝承等に関する意見・意向 
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第２回 震災伝承検討会議の議題 
（１）第１回検討会議を振り返る 
（２）現地視察報告を確認・共有する 
（３）石巻市における震災伝承への取り組みを共有する 
（４）今後の進め方とスケジュールを確認・共有する 
（５）今後の震災伝承等に関して協議  

第３回 震災伝承検討会議の議題 
（１）これまでの「震災伝承検討会議」を振り返る 
（２）今後の震災伝承等に関して協議する 
 
 



意見の振り返り 

・第１回会議では、意見が「震災伝承の理念の
考え方」、「伝承する内容」、「伝承の方法」に
概ね集約され、その他に「情報館のあり方、直
すべき点」などについて意見が出された。  
・第２回会議では、「震災伝承の理念の考え方」
にテーマを絞り議論  
・第１回会議後には現地視察も実施。視察参加
者による視察報告にて意見聴取を実施した。 
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意見の振り返り 

・第３回会議では、震災伝承計画の素案（たた
き台）が示され、それに対する意見を中心に議
論が行われた。出された意見を踏まえ、次回
会議には石巻市としての震災伝承計画案を提
示することが確認された。 
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意見の分類 

１．震災伝承の理念の考え方 
２．伝承する内容 
３．伝承の方法 
４．施設のあり方 
５．組織・体制 

６．震災伝承計画の策定方法 

７．たたき台に対する意見 
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１．震災伝承の理念の考え方 

震災伝承の理念
の考え方 

震災伝承の理
念 

自然災害も人間の心掛け
や努力、対策によって防げ
る部分があるから、伝承、
教育を行う必要がある 

   日ごろ防災行動につな

がる内容に直接触れる
機会がない人でも学ぶこ
とのできる場をつくる 

   伝えたいことを対象に

受け取ってもらうための
多様なコミュニケーション
のあり方を生み出す 

遺構を見ると津波を思い出し辛
いという気持ちは無視できるも
のではないが、30年後、50年後、
100年後に初めて石巻を訪れた

方々へ伝えるということを一番に
考える 

中越の山里での「土砂崩れや土
石流」と、東日本大震災の広域の
被災地における「巨大津波」の被
害とでは被害は大きく異なる（災
害規模、復興事業、ボランティア
活動、仮設住宅の「規模」や「対
応」も全て）。災害の「地域特性」

に応じた伝え方をする 

・「人間と自然とが、どう共存・共生し生きていくのか？」さらには「地
球環境問題」ともリンクさせながら ・巨大津波（歴史津波）を地球規
模で捉え ・学術研究を推し進める「東北大学」とも連携を持ちながら 
・世界的な視点での大きな「理念」「視野」でもって ・震災で得られた
様々な「知見・経験・研究成果・情報」、「歴史・風土・伝統芸能・食文
化・祈り」などを多面的に全世界中へ、アピールする 

「震災伝承」は、まず住民
の「意識改革」から始め

る 

単に時系列の変化が伝
わるだけでなく、避難の
教訓から防災のアクショ
ンにつながるような残し

方をする 

石巻での震災伝承を「災
害と共にある日本」を感じ
させるような普遍性を持つ
ものにまで昇華させる 

「津波の被災者＝（避難
できたはずなのに）大き
な過ち」と正視して捉え、
展示内容や伝承方法を

検討する 

聞く人に力があると
いうことを信じる 

50年経っても100年経って

も、その思いや物事が永
続的に伝わっていくような

形にする 

石巻への震災学習訪問者が、「行動」
を起こすような変化が生まれることを
目指す。地震被害による生き方やモノ
の見方、パラダイムの変容が指摘され
ており、実際に被災地外の方が、単な
る「かわいそう」で終わらず、義援金な
どの「行動」にまでつながっている。 

今後の石巻では世界に通用す
るレベルの内容の深さや広がり
が求められている。東日本大震
災は、有史以来最高額の経済
的損失をもたらした自然災害で
あり、客観的に「世界に発信」す

べきことは自明である。 
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「～のために私たちは伝
承計画をつくる」「そのた
めに～をする」という風に、
目的（～のために）と行動
（～する）明確に分ける 

過去の津波被害を踏ま
えた基本理念にする 

「多くの命を失ったから
今伝えている」ということ

も入れる 

「命の大切さ」「命を守
る」という伝承の一番大
切なことを基本理念に

入れる 

何のために震災伝承するのか（文案）：2011年3月11日、

多くの石巻市民は、大切な命を失い、これまでの生活の
あかしでもある多くの物を失いました。これは地球に生
きる上で避けられない事かもしれませんが、過去の経
験や教訓、または世界の別の場所で起こった事に耳を
傾けていれば避けられたものも多かったはずです。今を
生きる私たち、これから未来に生きる人、世界でこうした
災害の可能性に直面しつつある人々とつながっていくた

めにこの伝承計画を定めます 

基本理念や背景の記述において、市
民憲章のような「意思」を感じられる案
を期待する。最大被災地として、多く
の悲しみを背負ってしまった石巻市だ
からこそ、「同じ思いをする人が一人で
も少なくなるように」と痛恨の念と将来
の戒めを込めた伝承計画を策定する。 

震災直後に 「普通の暮らしが
どんなに貴重だったか・・・」と
いう言葉をよく聞いた。伝承計
画では単に「災害を伝える」だ
けではなく、「生き方」や「死生
観」まで踏み込んで提示する。 

今後も合併で市域が
変わるかもしれない
ことを考慮して理念を

考える 

私たちは経済の価値を超
える命の価値を世界に向
かって定義していく存在
となりたい、という個人的

な思いがある 

東日本大震災「最大の被災地」である
石巻市は、震災経験を.生かし、今後

国内外で起こりうる自然災容に対する
「社会的貢献」が求められる。世界的
な視点での「石巻市としての立ら位
置」を確認し、基本理念に組み込み、

内外へと情報発信して行く。 

震災伝承の 
理念 
つづき 
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１．震災伝承の理念の考え方 

何のために伝
えるか【目的】 

未来に生きる子どもたちや
今を生きる人たちに、それ
ぞれの地で防災について
考えてもらうために震災を

伝えていく 

祈念公園、伝承施設、プロ
グラムなどがあることで、
次の災害で亡くなる方を一
人でも減らせるように、震

災を伝えていく 

起きた悲劇を伝えて二度と同
じ悲しみを生まないようにする
ため、震災を伝えていく。自然
災害への対策、起きたことの
恐ろしさを体で感じられるよう

に残していく 

誰に向けて伝
えるか【対象】 

後世へ、全国へ、全世界
へ震災を伝える 

学校教育に携わる人へ
伝える 

理念の枠組みを
整理する 

理念を考えるにあたり、目的、内容、主
体、対象、方法、この枠組みでまとめて
いく。こういう物を、各団体、語り部を

やっている方々から情報収集をし、会議
で全部を付き合わせていくと最大公約数
が見えてきて、そこから目的、内容、方

法、全てを見て検討する 

既に拠点的に活動している
所の場づくり、伝承の活動、
外への発信の取り組みを
把握し、この3 つの枠組み
を体系化して整理する 

みらいの人、体験してい
ない遠くの人へ伝える 次の世代の人へ伝える 

未来に生きる人たちに・今
を生きる人たちに「自分の
命は自分で守る」ことを伝
え、「自分で判断し行動す

る子」を育成する 

世界へ「情報発信」する 

今後、津波被害が懸念され
る地域をターゲットに啓蒙活
動を行う。東南海地震津波
が起こった後は、石巻は忘
れられてしまいそうなので石
巻の経験を活かしてもらう 

孫子の代まで伝えていく。
受け止める人があっての

伝承である 

地球規模で自然災害の
ことを発信する 

震災伝承という概念とは
何かを検討する 

概念から考え
る 

東日本大震災に於ける
「震災」の定義を明確に

する 

今の世代へ伝える、とい
うことを示す。空間と時
間はオーバーラップして
物事は伝わっていく 

「自分たちの命を守る方
法を知り、行動する人を
たくさんつくっていく」な
ど、主体者を定義する 7 



１．震災伝承の理念の考え方 

南浜の拠点の
理念・あり方 

国営公園では市内各地の
状況も網羅し、学術的な
成果も含め、世界的な規

模で発信する 

ハードとソフトの議論を対
立させず、（業者任せでな
く）自分たちで考えて施設
を作り上げるプロセスを大

切にする 

地域の人で震災を伝える
施設をつくっていくことを

明示し、実践する 

拠点が備える機能として、地域の
住民が代々活動に携わりながら次
の世代に伝えていくような「地域に
根差した伝えるしくみ」と、行政が
それを永続的にバックアップし守っ

ていくしくみをつくる 

南浜では、東日本大震
災の全般的な被害状況、
宮城県の被災状況、石
巻市全体の被災状況を

伝える 

石巻市域で広く住民や遺族の
要望・意見を聞きながら、“命
のきずな”として「悲劇の場所」
「大切な記憶」となりえる地点
を増やし、「太いきづな」へと紡

いでいく 

地域の伝承の
場の理念 

祈りの場であり、市民
が楽しく活動する場と
もなるような祈念公園

にする 

祈念公園は立地上南浜の
地域性を踏まえたものに
なるが、石巻のみならず、
宮城県を代表する震災伝
承の場として整備する 

国営公園では市内各地の
状況も網羅し、学術的な
成果も含め、世界的な規

模で発信する 

最大被災地として、東日本大
震災の全体像を伝えていくよ
うな役割を担い、県を代表す
る公園として県内の沿岸他市

町の被災のことも伝える 

祈念公園の中核的施
設は市外の方にも来て
もらえる県を代表する

施設にする 

伝承内容や方法は被害規模
や被害内容で大きく違ってくる
ので、統一した伝承方法は難
しい。各地区の伝承方法（語り
部）を実際に聞き、良いと思わ

れるところを取り入れる 

伝承の担い手
【主体】 

思いと覚悟を持って、後
世に伝えていく人がいな

ければならない 

最終的には地元の人・体
験者が伝えていく 

何をもって「語り部」とするか、
関係者の意識共有をする機
会をもつ。是非、広島等、語り
部の「覚悟」や強烈なメッセー
ジ性を学ぶ機会が欲しい 

継続性のある伝承のため
には、物より人、組織を大

切にする 

思いを持って行動する人が
震災伝承を担う 

復興祈念公園の計画では既に市民
活動の重要性が位置づけられてい
るが、遺構の整備計画策定にあ
たっても、実際に伝承活動の担い
手となる地域の町内会や団体の参

画が得られる形とする 

住民の多くが「将来に伝えなければ
ならない」という強い思いを持つこと
が必要。かつその思いを形にする
ための組織、震災のメカニズムの
分析、将来的な対応策等の研究を
行う学術研究機能を備えた（神戸の
防災センターのような）施設をつくる 

民間だけではなく、石巻市からも、行
政の立場での苦労や教訓を伝える担
い手が出てくる。石巻市職員が乗り越
えてきた多くの課題や教訓を日本各
地の行政職員に知ってもらうことは、
日本全国の多くの命を救い、災害後

のスムーズな行動につながる 

伝承対象地
域・施設を検討

する 

石巻全域で考えていくの
か、分けていく事も可能
なのかどうかを検討する 

震災遺構周辺は取り上げるに
意味があるが、それが石巻の
震災の全容を示すものでもな
い。水産都市石巻の視点から
とらえ、旧北上川東岸の湊・渡

波地区も取り上げる 

日和山、門脇、大川ばか
りではなく、湊、渡波のよ
うな津波被害の大きな地
域についても伝承をする 8 



１．震災伝承の理念の考え方 

震災伝承の議
論のあり方 

卒業生の声、若い世代
の声を反映させるため、
視察も含めた検討の場

に参加してもらう 

石巻にいない子たちも含
めた若い世代のメンバー
と具体的な伝承の内容を

話し合う場を設ける 

何を伝えるか、何を語り繋
いでいくか、なぜ伝えなけ
ればならないか、残した後
の利用方法等を丁寧に議

論をしていく 

中越では、「中越メモリアル回廊」
の構想が出来るまで住民と行政・
ＮＰＯ・（公社）中越防災安全推進
機構等が、徹底して会議を積み重
ねてきた。このような丁寧な話し合
いや柔軟な考え方を取り入れる 

検討会議メンバーで「何
を伝える為に残すのか」

の共通認識を持つ 

単に「ここをこういう風に整備しま
す」「ここに碑をおきます」ではなく、
「こう伝えたいからこの部分を残
す」「この教訓を伝えたいから、こ
の見せ方にしよう」という風に、機
能と設備を対にして検討する 

この検討会議では、50年、
100年経ってもブレないよう

な「理念」「遺構として残すべ
き価値」「伝承すべき内容」
の議論に一番時間を割く 

唱えやすい「行動目標」を
考える 

報告書のほかに、震災伝
承の基本理念や方針を
行動憲章のようなかたち

で示す 

市民にどう浸透させるかが一番大
事。「石巻宣言」「命を守る宣言」な
どとして、パッと見たときに大切なこ
とが理解でき、命を守る大切さを感
じてもらえるよう、子供でも分かる言

葉で伝える 

市民憲章との関連につい
ても別途話しあう場をつく

る 

市民憲章の前文に震災伝
承のことを記載する 

行動憲章をつく
る 

災害憲章のように宣言文
のかたちで、市民に知ら

せる 

「よこはま地震防災市民憲
章」、「とくしま地震防災県
民憲章」、「東桃谷 家族
から地域に広げる防災憲
章」などが参考になる 

市民憲章で伝
える 

市民憲章の文中に震災伝
承に通じる内容を盛り込

む 

基本理念、基本方針が何より大
切。何を伝えるのか、その意
義・価値を明確にし、市民が取
り組み易い、具体的で、唱えや
すい表現にする。石巻市民憲
章に盛り込むのが良いと思う 

現在の『石巻市民憲章』を見直し、新
たに「津波・洪水」「市民の自助・共助」
「自然との共生」という理念を付け加
え、従来同様に地域・学校・企業へ、
日頃から「自然災害への備え」として
徹底する。そのための市民レベルで
の検討委員会を設置し、検討する 

9 



２．伝承する内容 

伝承する内容 

街歩きをしたときに、津
波の高さと距離、浸水域
というものを見て分かる

ようにする 

広島の原爆・神戸の大
地震に対し、津波被害
のあった石巻では「津波
の恐ろしさ」を前面に出

して訴える 

震災前の地理、
歴史、人々の生
活、防災の方法

について 

津波の悲惨さばかりで
はなく、何年前にはこう
いう津波があった、地震
があったという歴史的な

事も伝えていく 

昔、南浜では人々はどういう
暮らしをしていたのか、津波
に対して普段からどんな心掛
けをしていたのか、人々の暮
らしも含めて、津波の恐ろしさ

を伝える 

南浜について、津波だけ
の災害の悲しみだけを
伝えるのではなく、生活
基盤そのものを世界に
向けて情報発信をする 

石巻の地理と歴史を教え、こうい
う地域だったので、津波が来たと
いう事を教える。地域ということを
考えながら伝承していくという視
点を、石巻市の伝承委員会が持
ち、50年後、100年後に繋げていく 

何故石巻はこれだけ被害
が大きくなったのか、過去
はどうだったのか、ではど
ういう取組みをするのか、
という視点を入れていく 

「何を伝えるのか」「どう伝える
のか」を明確にし共有する。 
土地や建物、戝産、人（家族
や親戚）、地域環境（人口流

出や生活環境の変化） 

今回の東日本だけではなく、過
去の歴史背景も展示する。大正
2年の話は今のうちに記録して

おかないと伝えていく人はいなく
なるので、そういう資料も収集し、

一連の流れで捉えていく 

集団移転した所は地図か
ら地名が消えてしまうた
め、被災した地名を「何丁
目跡」というような形で地
図に表記をして残す 

被災前のことや街のな
りたち（どういう経緯で
街が大きくなり被害が拡
大したかなど）を伝える 

伝承する内容
に関する方針 

自然の偉大さ、人間の限界、あ
の日までの日常、あの日にとん
でもないことが起きたこと、あの
日からの苦悩など、大変なこと
がたくさんあったのだということ

をそのまま丸ごと伝える 

事実は事実、不明なことは不明なこ
ととして事実をすべて挙げ揃える（例
えば学校管理下でなくとも小学生の
中に自宅に帰宅していて亡くなった
子たちがいたことなども含めて）。そう
でなければ、後世に伝承していく意味

もないし、訴える力も弱まる 

各場所で何をテーマに
するか、関係者で共有

する 

・「人間と自然とが、どう共存・共生し生きていくのか？」さらには「地球環境
問題」ともリンクさせながら ・巨大津波（歴史津波）を地球規模で捉え ・学
術研究を推し進める「東北大学」とも連携を持ちながら ・世界的な視点で
の大きな「理念」「視野」でもって ・震災で得られた様々な「知見・経験・研
究成果・情報」、「歴史・風土・伝統芸能・食文化・祈り」などを多面的に全世
界中へ、アピールする 

津波被害に 
ついて 
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津波の被害にあった方、亡
くなった方が今、メインで議
論されているが、財産を失
い、集団移転している方々
も犠牲者であることを含め

て伝承をする 

石巻市は最も多くのボランティアやNPOの支援を受けたにも関

わらず、外部からのこれまでの支援に対する公式の御礼の機
会すら設けられていない。今後、石巻を訪問する多くの方々は
「支える／支えられる」のどちらの立場でも学びを得てもらいた
いため、被害の実情だけでなく、支える側の貢献も伝えられる

ような計画をする 

２．伝承する内容 

震災後の生活
について 

南浜は火事の被害が大きくて被
災が大きくなった地域、直接的な
海からの津波によって被害が大
きかった地域、大川のように川を
遡上した波での被害が起きた地
域があり、被災原因の違いにつ

いて伝承する 

市内各地の被
害状況につい

て 

一般的に、津波大火という概
念で言われているが、門脇大
火である。言葉の使い方自体
も、概念が違ってくるので、門
脇大火という言葉で、概念とし

て捉える 

門小だけが、大火の震災遺構で
はない。焼けた大木、黒くなった石
垣が黒くなっている。今回の震災
工事で市営住宅を建てているが、
その背後にも、家がぶつかって燃
えて、擁壁に焼けた痕跡があった。

そういう物は本来保存する 

今回の災害で石巻市の
災害医療が大きく変

わったことを残し、伝承
する 

災害時の支援
活動や市民の
動きについて 

震災の教訓（失
敗を検証し、伝

える） 

震災を長く伝え、次の命
を守る行動につなげて
もらうには、思い切って
「失敗」を伝承してゆく 

震災後の生活の変化を、
ネガティブなことも含め

てきちんと伝える 

震災当時、町内会など
の市民コミュニティで起
こったことも伝える 

知らないと伝えようがな
いので、震災のときそれ
ぞれの場所でどんなこと
があったのかを伝える 

大川小学校の事故を検
証し、「なぜ起きたのか」
「どうすれば防げるか」を
今後、学校防災に活か

す 

震災時の失敗と成功を
自分たちで検証し、伝え

る 

行政の被害状況、できた
こと／できなかったこと、
その理由についてもきち

んと伝える 

支援に対する
感謝 

震災支援を全国や全世界中
の人々から支援を受けた立
場として、その恩返しに被害
の現状を後世に残すことだ

と強く感じました 

支援してもらったことへ
の感謝を伝える 

日和幼稚園児6人が亡くなったという事実・教訓

は重い。「幼い命が津波で失われた」という事
実・悲しみを行政も積極的に受け止め、多くの
人たちが車と共に山際に打ち付けられ、亡く
なった津波大火（門脇大火）を伝承する意味で

も「メモリアル回廊」に組み込む 
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自然災害のメカ
ニズム、客観的

事実 

２．伝承する内容 

復興状況につ
いて 

千年に一度と言われる震
災を体験した者として、防
災教育の観点から、自分
たちがどのように立ち

直ったかを後世に伝える 

命の大切さ、命
を守るために

は 

「命の大切さ」「大災害
が発生したとき命を守
るためにどうすれば良
いか」を学んでもらう 

防災計画、取
組みについて 

防災教育の重要性を改
めて認識し、行政、幼
児・小学生・中学生・高
校生・大学生・会社など
の防災教育を見直す 

伝承の背景に
ある思い 

「なぜここを遺したのか」
と考えるであろう未来の
人たちに、ここに遺した
人の思いも含めたメッ

セージを伝える 

震災後の石巻市による
防災、減災対策を検証

する 

「命の大切さ」の
ほかに「命を守る
ための行動」も伝

える 

山古志の「おらたる」の
ように、石巻でも元気
にやっていること、プラ

スのことも伝える 

聞いた人の行動にもつ
ながると思うので、震災
後に感じた「普通の暮
らしの有難さ」も伝える 

日常生活のなかで
個々人の内面に醸成さ
れた意識と避難行動と
の関連を検証し、伝え

る 

未来に生きる人たちに・今
を生きる人たちに「自分の
命は自分で守る」ことを伝
え、「自分で判断し行動す

る子」を育成する 

過去の災害事例の見学というよりも、「今後起こりう
る災害」に対して「災害前に考えることの大切さ」
「共有することの大切さ」「災害が起きた時の情報
収集と整理・危機予想」をすることによって、「守ら
れるべき命があった」という事から「命を守る行動と
は」を外から来た方々はもちろん、石巻市民にも改

めて考えることが出来る場所にする 

日常（平常時）
のこと 

防災と日常はつながって
いるのだということを、「自
分たちごと」として、当事
者意識を持って伝える 

世界の人の命を守るた
めに、津波のことだけで
なく、気候変動などにつ

いても伝える 

石巻市には世界に誇る
金華山漁場、東日本大
震災の震源地がある 

津波に関する新しい知見
を、分かりやすいかたちで
取り入れる。例えば堀込先
生の「地形によって変化す

る津波」 

「何を伝えるか」に「追
悼」「復興（ハード面、心

の復興）」も入れる 
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学校教育の中
で伝承・防災教

育をする 

学校教育の中で防災
教育を進めていく 

学校教育で、津波が来た事、地
震が来た事、何年も前からこん
な風に繰り返しながらやってき
て、人々がどういった力で這い
上がってきたかという石巻の歴

史を伝えていく 

３．伝承の方法 

伝承の方法 
学校教育のなかでの震災教育の
位置づけ、また震災を子どもたち
にどう伝えていくかを検討する。
例えば「自ら命を守る」「自分で考
え判断する子どもを育成する」と
いった狙いを打ち出し、指導する 

計画的・実践的な防災
教育を推進する。教育
課程の中に位置付け

る 

教育委員会とタイアップ
して伝承を考えていく。
副読本など教材化につ

いても検討する 

そなえ館では義援金の残りの一
部を学校の防災教育へ補助し
ている。民間・行政のみならず、
学校教育の中に震災伝承を位
置付け、こどもたちが伝承の担

い手になっていく 

防災教育の重要性を改
めて認識し、行政、幼
児・小学生・中学生・高
校生・大学生・会社など
の防災教育を見直す 

家庭の中で伝
承をする 

最小のコミュニティーで
ある家族の中で伝承を
する。備えや災害時の
待ち合わせ場所・待機
日数などを決めておく 

人から人に伝えるものとして、
親から子、子から孫へと家族
間での伝承や語り部活動など
あるが、他の伝達方法（例え
ば口承音楽のような）も作り

出していく 

単に時系列の変化が伝
わるだけでなく、避難の
教訓から防災のアクショ
ンにつながるような残し

方をする 

伝承の方法を
考える 

語り部、ゲーム、防災教育
等、少し考えて思いつくよう
なことは既に取り組まれて
いるので、良い所を吸収し、
石巻独自の工夫を加えるた

めの仕組みをつくる 

広島の袋町小学校（壁面のメッセージ）、原爆
ドーム、相生橋などのようなハードがしっかり残
された上で、それらが何を意味するのか、「もし
それが自分だったなら、自分の大切な人だった
なら」と想像させうる、伝え方が大切である。そ
れによって、そこに生きた個人個人のストー
リーがあることを改めて知ることができる 

担い手育成のために小中学
校で防災教育を徹底する。市
教委から「副読本を使うこと」
を各小中学校に徹底させ、実
際に避難訓練や授業の際に
は必ず副読本を使い教育する 

幼い頃からひたすら教え、語り
継いでいくことで自然と身につ
いてくるはず。また、学校で防
災教育を徹底すれば、家庭内
でも防災情報を共有することが
でき、各家庭で考えるきっかけ

になる 

伝承方法を工夫し続け
る仕組みをつくる。 
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３．伝承の方法 

地域の活動の
中で伝える 

地域で発生した取り組み
を大切にして、地域に根
差した活動を数多く続け
ていくための、人が介在

するしくみをつくる 

地域と連携し、複数の避難
経路の検討・避難所の運
営・防災訓練の実施などを

行う 

山古志の「ふるさと会」はメンバーから満足
感が伝わってきた。訪問者数、売上、報酬、
メンバー数、感じられる「生きがい」等が、良
いバランスで今の規模になっているものと
思う。石巻でもこうした自主的かつ継続的な

活動を生み出す仕組みをつくる 

木籠メモリアルパークでは地域
住民が他地域の人たちの力を借
りて震災伝承、施設の維持・管
理、地場産品の販売など「地域
おこし」も担っている。石巻でも地
域ごとに、こうした活動に取組む 

語りによって伝
える 

来訪者の理解を深める
ため、施設間の移動時に
も説明する人を付ける 

ハード面も大事だが、ソフ
ト面はより重要である。語
り部の質で記憶に残る度
合いが違うので、伝える

「質」を高めていく 

感情を揺さぶる「語り」が
必要である 

震災遺構という施設で視覚
情報として訴えるのに加え、
適切な説明によって、認識
が変わるような感動を与え

ることで伝えていく 

街の中に表示
を設ける 

浸水域を示す看板を市
内全域どこにでも設置し、
子どもの関心、危機感を
喚起し、防災意識を高め

る 

行事で伝える 

地域の人たちの防災意識を高
めて行く上でも、震災遺構の門
小、大川小の「校庭」を地域の
「防災訓練」の場として積極的
に活用し、生活の一部として

「行事化」する 

「救えなかった命」に対して
追悼行事を行う 

石巻では「世界津波の日」
には特に何も行われな

かったが、ここに焦点を当
てて世界へ発信する 

日常生活の中
で慣習として伝

える 

広島、長崎のようにサイ
レンで震災発生の時刻を

知らせる 

「はだしのゲン」や「ガラスの
うさぎ」のような絵本で、地
域に育つ子どもに身近で当
たり前のものとして震災を

伝える 

終戦から70年が経つ今、広島で

は「体験者がいなくては来る意味
がないのでは」という声が上がっ
てきているが、体験者がいなくなっ
ても伝わるように、生活の中で慣

習として伝えていく 
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３．伝承の方法 

学術分野にお
いて発信する 

何百年も伝承していくために、文字
としてきちんと記録しておく。行政で
やるのも一つのやり方だが、大学で、
石巻だけではなく沿岸全部、太平
洋沿岸全ての集団移転している集
落について、きちんと学術調査をし、

記録保存をする 

地理的情報と
あわせて伝え

る 

中越ではパークや施設が「メモ
リアル回廊」の一部として位置
づけられていることで、その存
在や設置の背景が周知される
仕組みになっている。それを見

習ってしくみを考える 

被災地に訪れる人の多くが震災
当時TVの放送(報道）を見ていたと

思われるが、その映像がどこの場
所なのかを意外と知らない場合が
ある。それを知ってもらうためには、
地図＋情報(位置状況）の展示が

有効 

模型で伝える 3D 「立体地形図」により
「石巻絵巻」を制作する 

石巻市は「海・川・山・平野・島」と
自然地形・産業・都市部と農村・浜
と変化に富んでいる。3D模型「石

巻バージョン」で石巻市域の被災
状況・自然・歴史・産業・観光など

を紹介する 

情報収集・記
録・保存する 

被災者が健在の内に、地
域の歴史・文化をきちんと

「記録保存」する 

長岡の「きおくみらい」では震災関
連の書籍を、山古志の「おらたる」
では新聞のスクラップを収集・展示
していた。映像も収集しているだろ
う。石巻市でも各学校図書館、地
区集会所などでそうした資料を収
集・展示する体制を構築する 

東日本大震災の記録をアーカ
イブするサイトは沢山あるが、
著作権・肖像権の処理に相当
に手間がかかるため、ソフト

面で十分な準備を行う 

アーカイブ事業を展開する
にあたり、活用方法を明確

にする 

神戸のように、人をたくさ
ん雇って一気に資料を収
集する。地域や目的にま
で踏み込んで情報収集を

行う 

被災した「教育関係資料」
を保存する 

既存の施設では、見たくない
という声に配慮して、あまり
資料の無いところもあるが、
情報を求めている人には出

せるように用意をする 

世界に発信するために、
石巻市で国際会議を開

催する 

記念碑で伝え
る 

何百年も伝承していくため
に、記念碑を建てる 
桜の木を植える 

何百年も伝承していくために、文字とし
てきちんと記録しておく。行政でやるの
も一つのやり方だが、大学で、石巻だ
けではなく沿岸全部、太平洋沿岸全て
の集団移転している集落について、き
ちんと学術調査をし、記録保存をする 
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３．伝承の方法 

震災の時の物（遺品等）を
展示する資料館をつくる 

震災復興の中で出てきた遺留
品が津波の伝承、証言者であ
るので、そういう物も含めて、
拠点の中に重要な核として位

置付けていく 

語りだけで何年も語り継い
でいくのは難しい。色々な
資料や現物をきちんと保存
し、それを語り継ぐという様

なやり方をしていく 

震災遺物で伝
える 

震災遺構で伝
える 

広島では街全体は被災し、遺
構が空間的・時間的に「島のよ
うに」残った。伝える人を後押し
する遺構を、現地で（博物館の
ようにせず）できるだけ多く、そ

のままを凍結して残す 

言葉だけでなく、目から訴
える震災遺構を通し伝える 

その地域の過去の災害歴
史も伝える場として遺構を

のこす 

遺構によってその地域の
過去の災害歴史を伝える 

震災遺構として遺す旧門
脇小校舎と大川小旧校舎
には語り部が常駐する 

震災遺構という施設で視
覚情報として訴えるのに加
え、適切な説明によって、
認識が変わるような感動を
与えることで伝えていく 

震災遺構を線でつないで
各々の遺構の特徴を説明

する 

観光で沢山の人が訪れる
場所に震災遺構を残す 

石巻ではほとんどの場所
が津波被害を受けている
ので、広範囲にわたって

震災遺構を遺す 

広島と神戸を比較すると、
遺構が多く残っている方が
人々の関心が高く、多くの
人の来訪に繋がっている
様に感じたので、遺構を多

く残す 

震災時のことを
再現する 

そなえ館の「３時間後の部屋」では
中高層住宅の食器や家電が散乱し
た台所が移設展示されており、直

下型地震の恐ろしさを物語っている。
このように、震災を再現できる物品

の収集・保存を行う 

「そなえ館」での地震の揺れの
疑似体験はインパクトがあった。
その津波版（映像＋音で津波
に流される疑似体験ができるも
の）を設置し、津波の怖さを伝

える 

災害時に「発災後・瓦礫の
上を歩くのは危険である」
と感じた。瓦礫の上を歩く
疑似体験ができる設備を

つくる 

石巻でも「津波」を何らか
の形で可視化したり体験

できるモノを置く 

デジタルメディ
アで伝える 

複数の拠点を訪れる場合、
移動中（たとえば「門脇・南
浜～大川小」間など）に見ら
れる概要、経緯説明の学習

用DVDを用意する 

「きおくみらい」の≪床の地図＋タブ
レット＝詳細情報≫の展示はシン
プルだが全体像の把握が可能。石
巻では女川～石巻～東松島を網羅
し、各地区の津波の高さ＆被害状
況を見るようなものが考えられる 
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３．伝承の方法 

見たくない人に
も配慮をする 

語り継ぎを近くで聞きたく
ないという現地の方たち
も多いと思う。どう心を乱
さずに、ゾーニングしてい

くかを検討する 

現在の伝承者と来訪者が
求めているものと、会議
参加者が伝えたいものに
ずれが生じないように、お
互いの意見を共有する 

求められてい
る内容を考慮

する 

「メモリアル回廊」として、４か
所の拠点施設と３か所のメモ
リアルパーク公園を設置し、
それらを廻るコースを設定し
ている。施設の維持・管理は

住民が行っている 

周遊ルートを
設定する 

旧市・町ごとに伝承拠点施設を設
け、それを基に巡る特色あるコー
スをつくる（既にルートがつくられ
ているところもある）。その際、な
るべく既存施設を活用し、地域住
民が運営・維持・管理を行うように

する 

青少年の防災教育に力
を入れて、全国からの視
察研修を受け入れる 

研修の受入れ 

震災遺構をまちづくりに活かす。
震災遺構と南浜地区復興祈念
公園（国営・県営）を連動して、
震災伝承を行う。避難経路を辿
るコースの中に震災遺構＝旧
門小校舎の視察を入れる 

今後このような災害を未
然に最小限度に防げる
ように、行政主導で防災

教育を行う 

行政の役割 

17 



４．施設のあり方 

施設のあり方 

施設の方針 

中越では立派な記念館より
も崩落現場が印象に残った。
立派な記念館をつくることよ
りも、「素朴さ」を大事にして、
地域ごとの特性を活かした

回廊をつくる 

多様な来訪者のあり方
（家族連れ、子どもだけな
ど）に対応した、学びたい
ときに学べる施設をつくる 

静かに祈るための場所・時
間と、外からの来訪者が見
学する場所・時間を分ける
などの方法で、異なる希望

に対応し、両立させる 

石巻市では、南浜の新公
園に建設する施設を拠点
として、そなえ館やおらた
るを併せ持った施設をつく

る 

南浜⇒牡鹿⇒女川⇒雄勝
⇒大川⇒北上に各地区の
被災状況などを詳細に伝
えられる情報館を作る 

情報交流館の反省を生かし、
限られた予算のなかでも、
しっかりテーマを設定し、多
くの人に利用してもらえる施

設をつくる 

いくら素晴らしい箱モノの
を作っても、そこに何をプ
ラスして伝えるかが重要で

ある 

仮に、石巻市も中越と同じ
ような展示施設を作っても、
特段の特徴もなく「二番煎
じ」の施設になってしまう 

施設の「維持管理」や「人件費」
などには余りお金を掛けずに、
いかにして永久に語り継いで行
くかが、伝承の本質。将来、維
持管理の負担になるような立派
な展示施設、管理施設などは

つくらない 

震災遺構には補足説明す
る資料館を併設する 

住民の多くが「将来に伝えなければ
ならない」という強い思いを持つこと
が必要。かつその思いを形にするた
めの組織、震災のメカニズムの分
析、将来的な対応策等の研究を行
う学術研究機能を備えた（神戸の防
災センターのような）施設をつくる 

洗練された専門牲と信念
をもった施設運営が不可

欠 

広島を参考に、震災伝承館
のような施設をつくる。南浜
祈念公園のビジターセンター
以外に、例えば旧門小の特
別教室を利用するなどして
震災関係のものを網羅する 

神戸では施設の規模とそ
の試み・研究交流に防災
の大切を再認織した 

「津波」の知識と対応を自
分事として知ってもらい、
「津波からは絶対に逃げよ
う」と感じてもらえるような

工夫をする 

中越メモリアル回廊では「き
おくみらい（アーカイブ）」、「き
ずな館」、「そなえ館」など、そ
れぞれの施設に役割を持た
せているように、各場所の役

割を明確にする 

石巻市復興まちづくり情
報交流館が、まちづくりを
伝える施設なのか震災を
伝える施設なのか、位置

づけを明確にする 

つなぐ館のように、伝承
のできる常駐者を全ての

情報館におく 

18 



４．施設のあり方 

「人と防災来来センター」
の常設展示は資料が多
すぎる。経験や教訓を分
かりやすくする展示する

必要がある 

神戸の「人と防災未来センター」は数年前と
比較して、閲覧資料がデジタル化されてい
たが、「紙資料をスキャンしただけ」という感
じであった。ICTをより有効活用した展示が

できるよう、訪問者やスタッフの意見を柔軟
に取り入れる仕組みをつくる 

「モノ」の展示にあたって
は、「数ではなく質（ス
トーリー）」を重視する 

展示のあり方 ありのままを感情とともに
伝える、感情が沸き立つ
ような展示があると良い 

30年前に見た広島の「黒い

爪」が強く印象に残っていた。
一つ一つ展示が持つ意味、
見る人に何を感じてもらえる
かを考えた展示をつくる 

中越の「そなえ館」のよう
に、震災発生から時系列

で展示を行う 

山古志の「おらたる」のよ
うに、震災当時からの状
況を写真で大きく展示す

る 

「きおくみらい」での床一面の航空写真から記
録映像をipadで検索・閲覧できる取り組みは画
期的だが、時間がなければipadをちょっと操作

する程度で終わってしまう。それよりも、「おら
たる」のような写真拡大と説明展示のほうが老
若男女すべてを対象にしており親切である 

ガラス床の下に街並み復
元模型を置くなど、床の活

用方法を考える 

デジタルものと伝承活動の相性が良いの
は事実だが、大多数の視察者は、たくさん
情報があっても数か所しか見ないだろう。
「いかに見せるか」と、「それを、どのように
次の命を守る行動につなげるか」を考慮し

た伝承の方法を考える必要がある 

「きおくみらい」のシアター映像は、星、地
域的な広がり、人のフォーカス、など、気
持ち良く視聴できる仕上がりになっている。
業者に丸投げではなく、震災を伝える当
事者の間で、石巻ではどんな映像をつく

るか検討する 

入口に「生きた魚を水槽に放ち、
三陸の海を再現」する。その三
陸の海が猛威を振るったという
というストーリーが出来て、石巻
は魚の町であることもアピール

できる 

中核施設は、地域防災の
計画・取組例など来館者が
自分の家庭、地域の防災
に向け具体的なイメージを
もてるような内容にする 

施設運営の担
い手 

「メモリアル回廊」として、４か
所の拠点施設と３か所のメモ
リアルパーク公園を設置し、そ
れらを廻るコースを設定して
いる。施設の維持・管理は住

民が行っている 

大川・門脇・復興祈念公園・
追悼や伝承をすべて担当す
る行政の組織が必要であり、
あと5年で体制を作り上げる

には専門的に携わる人の存
在が欠かせない 

山古志の「おらたる」を案
内してくれたスタッフから地
元への愛着が伝わってき
た。地域の人が中心となり

施設を運営する 

施設があるだけでなく、
そこで伝える人が大事 

見せ方のアイ
ディア 

神戸の東公園には灯りがあり地下
にも水盤が使われている。「がんば
ろう！石巻の会」では灯りをともして
いるが、石巻には「水」の活用例は
ない。空間を活かすために、「水」、

「火」を効果的に活用する 
19 



４．施設のあり方 
必要な設備・機

能 

360度カメラや3Dカメラなど

を使用した立体映像と模型
を融合させ、地域全体の模
型と共に避難経路や避難状
況を「見える化」出来る展示

室(体感室)を整備する 

自主財源の確保のため
には、物販を行う必要が

ある 

長岡の「きおくみらい」の
iPadを使った情報検索機

能は素晴らしい発想だ
が、「ここまで必要か」疑

問である 

各地区の情報館には、各
地区の被災状況などを詳
細に伝えられるものを設
置して、防災についての
講演や勉強会が出来る

ホールも作る 

石巻の遺構、公園は、「圧倒的な被害」「多くの
犠牲をふまえた教訓」といった、非日常体験を
与える機能が求められる。通常と切り離した別
空間で訪問者の頭を切り替えてもらうのに効果
的な設備として、シアタールームを各遺構、施

設に設置する 

災害時に「発災後・瓦礫
の上を歩くのは危険であ
る」と感じた。瓦礫の上を
歩く疑似体験ができる設

備をつくる 

「そなえ館」では震災を若い
人に伝えるための施設とし
て活用されている。伝承施
設内に、被災状況を知らせ
るだけでなく防災学習体験

の場をつくる 

見学者の駐車場について
検討する。①校庭内の一
部を駐車場に、②石巻南浜
津波復興祈念公園の駐車
場から歩いて来てもらうな

ど 

震災の記憶フロアとして
映像で伝えるシアターを

作る 

祈念公園にしろ、遺構の説明スペースにしろ、教育
旅行での視察受け入れを想定した施設では大きさ
の違う会場が複数必要になる。少なくとも祈念公園
と門脇小を（出来れば大川小も）一体的に考えて、
複数校を時間差で視察受け入る場合のローテー
ションや、部屋の大きさを検討する必要がある 

「そなえ館」での地震の揺れ
の疑似体験はインパクトが
あった。その津波版（映像＋
音で津波に流される疑似体
験ができるもの）を設置し、

津波の怖さを伝える 

プロジェクタ・スクリー
ンで説明するセミナー
ルームのようなスペー

スをつくる 

災害は日常とかけ離れた
状況であるため、訪問者に
気持ちを入れ替えてもらう
には、石巻でも、シアター
ルームと映像は非常に有

効である 

きちんと分離された部
屋で、風や寒さに影響
されずに語り継げるス
ペースを場所場所に設

置する 

地域住民の交
流の場づくり 

地域の人が日常的に集まり
活動しながら、外からの来訪
者とも交流できるような施設を
各地域につくり、地域住民自
身が運営を行い、それをサ

ポートするような体制を整える 

中越の「郷見庵」のよう
な、地域の人たちの交流
の場であり震災伝承の
場となるような施設をつ

くる 

立地の決定 

現在施設がある場所を少
し変えることも視野に入れ
（例えば牡鹿では鮎川浜で
なく震源地に近い御番所
公園に拠点を移すなど）各

地の拠点をつくる 

被災した場所に伝承情報
館があるべきなので、河北
情報館は被災した大川小
学校に移設をし、大川小
学校被災の情報を公開す

る 20 



追悼空間につ
いて 

3月11日や月命日などの特別

な慰霊の日と、訪問者が手を
合わせるそれ以外の日では
訪れる人数が全く違うため、
「手をあわせる場所」の空間

づくりには工夫が必要 

広島の「国立広島原爆死没者
追悼平和祈念館」みたいな、死
者を追悼出来る施設もあると良
い。多くの遺族はもとより、その
子孫の人々もそこに行けば会
える・・・みたいな場を作る 

石巻での「献花」の機能は、祈る方
向、花を手向ける方向等、2遺構、1
公園ともに納得感の醸成が必要。
（優れたデザインで誰もが頷くような
答えが実現できるなら別だが、必ず
しも広島のようにビシッとした軸線で

ある必要はない） 

それぞれの場所における
追悼空間の在り方につい
ては、建物以上に議論す

べき 

石巻では追悼場所が複数に
なるので、それぞれが「誰
を」対象として追悼している
場所なのか、個人名を見え
る形にすべきなのか、等、共

有する 

既存施設の活
用 

旧市・町ごとに伝承拠点施設を
設け、それを基に巡る特色ある
コースをつくる（既にルートがつ
くられているところもある）。その
際、なるべく既存施設を活用し、
地域住民が運営・維持・管理を

行うようにする 

今ある施設で、今できるこ
とをきちんとやっていく 

南浜の祈念公園の拠点施設のほかに、各地区
（できれば遺構のある場所）にも説明機能がある
と良い。その際、中越のような立派な施設をつくる
のでなく、小さくても既存の資源を活用し伝えてい
く。平成30年終了の構想のまちづくり情報交流館

を、震災を伝えられる内容に直したうえで、引き続
き活用する 
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５．組織・体制 
中越での震災伝承の議論に
おいては（公社）中越防災安
全推進機構が中心的な役割
を果たしたという。このように
専門的見地から、リードできる

組織体をつくる 

実際に計画、運用された
後も、伝承に関わる方々で
の意見交換会などを行う 

独自に勉強会等の活動を
継続していくことは大変で
あるため、市からの援助
を仰げるような仕組みを

つくる 

地元の伝承者たちの声
が反映されていく事が大
事なので、NPOや個人の

活動を収集し、拾うため
の仕組みを考える 

未来永劫、伝承する「仕
組み」を、学校・地域・家
庭・行政・企業など、多方
面にわたって構築していく 

人材育成、担
い手を支える

仕組み 

現在は各地区で地元住民
や遺族が無償で語り部をし
ている状況だが、組織（公
益社団法人など）を立ち上

げて運営していく 

伝承活動を次世代に継続
していくためにも、若いス
タッフが有給の仕事として
関われる仕組みをつくり、

予算を付ける 

残された施設の真意を伝え
るには、語りの高度な専門
性と道具立てが不可欠。語
り部を養成するとともに、運

営方法を検討する 

組織・体制 

組織をつくる 

大学を卒業するときに、
伝承の方向性が変わら
ないように、後輩への引
き継ぎをしっかり行う 

広島・神戸ではリアルな経験
者の話の深さと決意を感じる
ことができた。ハードの整備も
重要だが、伝える人材が一番
大切であり、語り継ぐ次の世

代も育てていく 

単に組織だけをつくっても
回らないので、多種多様な
ひとが、多種多様な受け皿
で発信していくことを支持
する“仕組み”を作る 

視察先の広島、神戸、中越でもソフト面は「公益〇〇機構」のよ
うな組織が担っている。石巻でも「市全体で（場合によっては県
レベルも）連携してソフト面を推進するための組織づくり」が不可
欠であり、その連携組織体と行政型の統一窓口が形成されて
初めて、「公園連携」、「記録収集・保存・利活用」などの具体的

プロジェクトに向けた協働・実施体制ができる。 

中越のように、施設の「維持管理」や
「人件費」などには余りお金を掛けず
に、いかにして永久に語り継いで行く
かが、伝承の本質である。将来、維
持管理の負担になるような立派な展
示施設、管理施設などはつくらない 

組織運営の方
針 

市に震災伝承の専門部
署ができることをこの計

画で宣言する 
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５．組織・体制 

資料館、研修施設、慰
霊碑などと防災教育、
語り継ぐ人の活動とを

連動させる 

 施設間の連
携体制 

震災遺構（旧門小校舎）
と南浜地区復興祈念公
園事業と連動して、震災

伝承を行う 

広域圏でも連携し、石
巻市が中核となって、
石巻地域独自の“命の
きずな”を構築していく

必要がある 

震災遺構、資料館、研
修室、慰霊碑などを連

動させる 

各情報館で連絡を取り
合える連携体制をつくる 

広域圏でも連携し、石巻市が中
核となって、石巻地域独自の“命
のきずな”を構築していく必要が
ある。「復興祈念公園」「まちなか
伝承館」「文化施設」「福祉施設」
「慰霊碑」と、NPOなどとの連携や

調整も行う 

東日本大震災被災地では沿岸
一帯に類似の施設・公園が並
ぶことになるが、これらが「バラ
バラさ」を内外に示す施設群に
ならないよう、縦割りの行政を

超える工夫を行っていく 

連携・役割分
担 

近隣の東松島市や女
川町との連携を取る 

南浜だけではなく、牡鹿、
雄勝、渡波などについて

も伝承をする 

市内でも地域ごとに被害
の状況が異なるなか、地
域ごとに役割分担し震災

を伝えていく 

被災前のことや街のなり
たちも含む市全域の情報
がわかる南浜の拠点施
設と、被害の大きかった
各地を結ぶ拠点をつくる 

「一市九町（一市二郡）」
という感覚がある。東松
島・女川も併せて震災伝
承のあり方を考える 

皆が訪れる拠点施設で地域
全体のことを把握し、女川、
東松島も含めた次の場所へ
向かう構造にする。来訪者も

時間の調整がしやすい 

丸ごと伝える上では、桃生・河
南も必要（河南は2003年の宮城

県北部地震でも被害を受けた
地域であり、東日本大震災でも
津波の被害こそなかったが揺
れの大きかった地域である） 

見た目の被害のない地
域だが、市内各地の連携
体制は「中心地」も含めて

考える 

伝承の体制には石巻市
だけでなく、国・県・学術
機関も含めて考える 

公園ガイド、施設ガイド、語り部、公
園の草花の世話・・・など、様々な
市民の関わりがあり得る。予算削
減の観点からも、計画段階から各
レベルの住民参画の必要性と、そ
の構築支援を想定しながら進める 

遺構保存・利活用について、「中越メモ
リアル回廊」から学び、地元の町内会な
どへ要望も受けながら、思い切って地
元に任せ、行政が側面的にバックアップ
を行う。地元の人たちで運営することで
地域の活性化・雇用創出にもつながり、
地域としての責任と自覚も育まれる 

神戸の「人と防災未来センター」は数
年前と比較して、閲覧資料がデジタ
ル化されていたが、「紙資料をスキャ
ンしただけ」という感じであった。ICT
をより有効活用した展示ができるよ
う、訪問者やスタッフの意見を柔軟

に取り入れる仕組みをつくる 

意見を取り入
れる仕組み 

「復興祈念公園」「まちな
か伝承館」「文化施設」
「福祉施設」「慰霊碑」と、
POなどとの連携や調整も

行う 
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中核施設は伝承、防災教
育の学習活動に資する内
容を取り入れ、現場を訪問
して防災の授業、講話に関

わる体制作りをする 

学校教育との
接続 

施設で学んだ子どもが、石巻
内外、国内外で、さらに次の
世代に震災を伝えられるよう
に、若い人が積極的に語り交
流できる場をつくる。学校教

育とリンクさせる 

産業との接続 

震災伝承では訪問者の数が最重要
指標ではないが、防災意識涵養、交
流人口増加の観点からも多くの方に
訪問してもらいたい。その上で「食
事」、「買い物」は人に訪問してもらう
ための非常に大きな要素である 

「がんばろう！石巻」看板の訪問者数は12時台に顕著な減少

が見られ、昼食前後に訪れる場所になっていることが客観的
に明らかとなっている。石巻では近い距離に宿泊施設の競合
が存在するため、せめて、「昼食」を提供できる機能・施設を
充実させ、午前・午後を通して石巻に滞在してもらえるような

回遊プランを震災伝承基本計画に盛り込む 

５．組織・体制 

【足元に伝えるプロジェ
クト】 

具体化のための推進的な
プロジェクトは市が主導す
るにしろ、中越の社団法人
のような取り組みの担い手
となり、統括する大きな組

織が必要 

【伝える側が震災のこと
をきちんと知るプロジェ

クト】 

「体験する」ことで、行動
指針を味わい、自分事
にしていくためのプログ
ラムを各地域でつくる 

プロジェクト 

【世界へ情報発信するための「産・学・官・医」の連携プロジェクト】 
国際的な視野で学問を研究し展開する「大学」（「東北大学」及び地元
「石巻専修大学」）との協力関係構築し、世界の国際赤十字活動の拠点
とされる「石巻赤十字病院」、更に「石巻市立病院」を合む「医療・介護」
等とも連携し、国内外の被災地へ広がる可能性のある「災害ボランティ
ア活動」「福祉」分野との連携及び「国際ボランティア活動」との連携を図

る上で欠かせない「語学ガイド」の養成を行う。 

世界へ発信するためには人
材育成が必要なので、石巻
市として大学と連携し「防災
学科」や多賀城高校の災害
科学科のようなものをつくる 

世界に向けて震災を伝
えていくために、近隣地
域のみならず、より大き
な視野で考えていく必要

がある。 

世界へ発信す
るための体制 
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６．震災伝承計画の策定方法 

震災伝承計画 
の策定について 

計画の内容・
体系、まとめ方

について 
一言できちんと伝わるよ

う、端的にまとめる 

単に羅列するだけでなく、
目的に対して解決策を

提示する 

市民にどう浸透させるかが一番
大事。「石巻宣言」「命を守る宣
言」などとして、パッと見たときに
大切なことが理解でき、命を守
る大切さを感じてもらえるよう、
子供でも分かる言葉で伝える 

日常的に皆が使う伝承
計画として、シンプルに
精神を書き記した「5か
条」などのかたちにする 

分かりやすいことが一
番大事。前文に理念を
包含し、あとは行動計画
としてすっきりとまとめる 

一般市民向けに、行動
に訴えるコメントが7～

10くらい箇条書きされた
ものを示す 

中越は理念や方針で中山
間地の震災被害を対象に
位置付けている。それは行
動を制約するものでもある
が、守るべき指針という位

置づけでもある 

世界に伝える前に、震災
発生時に石巻で皆が逃げ
るようになるためには大き
な分かりやすいコミュニ
ケーションが大事である 

基本方針に基づきルー
トと伝えられる事、Spot
で出来る事出来ない事

を整理する 

「基本理念」「基本方針」は、
前文及びそれに向かう目
標を３つぐらいにまとめ、そ
れを受けて分かりやすく取
り組めるような表現の「行

動目標」にする。 

市民一人一人が伝承の担
い手であるという意識の啓
発、行動指針にするため、
あくまでもシンプルな表現
にする。そうしないと市民

には浸透しない。 

「わかりやすさ」が大事。1～2行のなかで具

体的にイメージできるような言葉、ビジョン
を示す。例えば「今を生きる人、そして1000
年先後に生きる人にまで、国が違っても、
災害を直接経験していなくても、自分と大
切な人の命の守るために、知と行動を促す

トップリーダーになります」など 

これまでの行政事業は市民との関わり
や継続性への配慮が不足しており、一
方で民間の活動は個別的、限定的な取
り組みにとどまっているのが現状。関連
事業の上位計画に位置けるなど、行

政・民間の双方が具体的事業に反映で
きるよう、震災伝承計画の位置づけを

明確にする。 
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そもそもこの会議は、理念や方針
を考える場なのか？どこまで権限
があるのか？計画の文言なども
含めて考えるのならばもっと議論
の時間がかかるし、別に会議を立

ち上げて行う必要がある 

この会議で伝承計画の文章
まで決めるのであればはっ
きり提案してもらい、事前に
個々の参加者が用意してく

ることもできる 

市に丸投げするのではなく、
皆で一緒に計画をつくっていっ
てはどうか。次回や他の機会
にワークショップを行い、文言

を検討する 

最初の説明では「石巻市は震災伝承
計画を策定する。その策定にあたって、
震災伝承検討会議を設置し意向や意
見を集約・提案していただく」ということ
だった。なので、あとは市の方で震災
伝承計画策定委員会など設けて話し

合うことになるか 

たたき台に対して、「こうした
ら良いのでは」という意見を
出してもらい反映していくの
が妥当。案があれば意見

シートを提出する 

震災伝承計画は市で取りまとめて
策定するもので、検討会議参加者
の意見、アイディアを反映していき

たいと思っている。 
次回は市の素案を出す予定 

6人くらいのワークショップ形

式で、案について検討しては
どうか。自主的勉強会でも良

い 

計画策定に関
する議論の仕

方 

どう使うのかを見据えてこ
れまでの議論を整理し、ど
ういうかたちで計画をまとめ

るか考える必要がある 

理念や方針の部分では細か
い内容については触れず、
それを踏まえて展開する段
階で具体的なことを出してい

く 

世界に発信するにはどうし
たら良いかという視点を

持って議論する 
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素案は外から見ている人
の視点で作られている印
象だが、被災した人の当
事者性に基づいて計画を

作成する 

「発信」に関することだけ
でなく、足元の市民に対し
て伝えていくということ、
明確な内容、行動すると

いう視点を入れる 

公園・遺構等のハード整備はもちろん、「世界
最高レベルの震災ガイド」、「世界最高レベルの
震災展示」、「世界最高レベルの防災の教科

書」などを制作し、展開するソフトの力がなけれ
ば「世界への発信」は叶わない。「ただ、項目と
してその要素も載せてある」のではなく、目指す

レベルまで記載すべき。 

計画の中には予算に関して記載が無いが、
「絵に描いた餅」にならないために内容に含め
るべき。予算を視野に入れて初めて、現実的
なタスクが浮かび上がってくる。後世の人たち
に「形だけの計画だった」と揶揄されないよう

な内実の伴った計画を策定する。 

７．たたき台に対する意見 

たたき台に対す
る意見 

全体 

「千年に一度」と言われる災害を
伝えるにあたり、「50年、100年先

まで」という数字を使うべきかどう
かを検討する。あえて数字を入れ
ず、「将来の世代へ」「永久に」な

どの表現を使うのはどうか 

50年100年先の話よりも、

まずは「今を生きる人へ」
伝えることが一番大事。
それを続けることで将来

につながっていく 

「50年、100年先まで」に代わる

表現として「子々孫々まで」とい
うのが考えられる。千年に一度
と言うが、歴史的には千年では
なく百年単位で起きており、い

つ起きるかわからない 

「50年後、100年後」とあることで、

今だけでなく先のことをイメージす
るきっかけになる。「将来の世代」
などは既に多くの場で使われてお
り、引っ掛かりがなく読み流され
てしまうと思うので、その点に配

慮した表現にする 

子供でも理解できるよう、
「伝える、守る、学ぶ」など漠
然とした論理的な書き方で
はなく、「お年寄りや赤ちゃ
んを守ろう」など簡単な言葉

にする 

「一人一人が自然災害を自分
事として捉え、主体的に学び
考えるための場やきっかけを
つくる」の文は良い。地域で暮
らす人が地域を良く知って生

きていくことが大事 

素案は行政的な堅い計画に
なっているが、コミュニケー
ションのアプローチが大事な
ので、企業が掲げる理念、ビ
ジョンなどを参考に考えると良

い 

基本理念 

「国内外に伝える」とあ
るが、「何を伝えるか」も

併せて記載する 

「後世へ」「のちのちまで」
など、言葉自体を子供で
も分かるようなものにする 

「伝える、守る」ではなく、
市民憲章のように「伝え
たい、守りたい」など、思
いが伝わるような言葉で

宣言する 

「伝える」という表現が短
い文章のなかに何度も出
てくることに違和感がある
ので、表現を再検討する 

石巻市の震災復興基本計
画の基本理念は、ここでは
「災害に強いまちづくり」よ
りも「絆と協働の共鳴社会

づくり」を載せる 
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７．たたき台に対する意見 

伝承する内容 

「地理」よりも「地勢」の
方が表現として適当
（「地理」は平面的な印

象） 

「震災前の地理、歴史、生
活、防災」のところに、石巻
特有の地形、地勢も踏ま
えて、この地に特有の津波

があったことを伝える 

震災伝承の 
体制 

石巻市の計画なので、
河南と桃生も対象として
入れる。（体制の図、青

丸部分） 

【祈念公園連携プロジェ
クト】に大川小も含めて

考える 

基本方針 

11月22日の福島沖地震

の反省から、実際の行
動につながるような内容
を基本方針に据える 

基本方針には「誰が伝
えるか」も入れる 

基本方針に「なぜ伝える
か」を入れる 

「それぞれに異なる被災状
況（…）を、そのまま丸ごと

伝えていく」とあるが、各地
域に共通のものを軸として

伝える 

「丸ごと」「多様に」伝えるため
に、多様な主体が多様に伝え
ることを支援し、積極的に巻き
込むしくみをつくる、ということ
がひとつの解決策になる 

「誰に伝えるか」という部分
で「様々なレベルのコミュニ
ティ」とあるが、基本的には
学校で教え、小学生にもわ
かるような伝え方をしていく 

現実に伝えることが難しい／
伝わらないなかで、どうやった
ら伝わるかを検証し検討し続
けていくべきだということも、

計画のなかに入れる 

基本方針（案） 
①生きる：私たちは生命を大切にし、今をちゃんと生きるために、当事者
性をもって伝承に積極的に取り組みます。 ②個の記憶：そのためには
過去の経験に耳を傾けることが大切であることを理解し、2012年からの

経験をしっかり残していきます。 ③知の体系化：うまくいったこと、失敗し
たこと、それらをおそれず伝えていきます。 ④伝承者：伝承を代弁したり
体系化する活動主体が大切です。市民が日常的にかかわるために中核
的に関わっていくための人を育てそれぞれが孤立しないようネットワーク
をつくていきます。 ⑤物：大きな広がりを持った災害であることを想起出
来るよう災害の記憶を今に伝えるものを積極的に現地、現形保存をして
いきます。 ⑥更新性：常に更新されるものです ⑦地域文化の中に位置
づける ⑧経済：経済と連携して豊かに ⑨組織・プラットフォーム：再生
可能なように民・産・学・官が連携する ⑩感謝：感謝と公共性 

「学ぶ、行動する」の部
分では、一人一人の防
災能力を高めるという

観点をもつ 

伝承の方法 
"WHERE"と"HOW"が混

じっている。「どこで」も
入れる 

「伝承の方法」に、中越
のように地域住民が担
い手となることを入れる 

伝承の方法として、一
番小さなコミュニティで
ある「家族」も入れる 

「復旧・復興（の歩みと感
謝）」と「震災後の防災の
取り組み」は別の項目に

分ける 

「震災の教訓」の内容をより細分化し示す。
個人・家族・組織・行政、あるいは自助・
共助・公助の、全ての段階がきちんと機
能すればこれほどの犠牲を生むことはな
かった。私達一人一人の無自覚が招いた
被害を直視し、「あなたも、いつでも被害
者／加害者になりうる」事実を伝承する。 

「地域の連結」の説明図だけでなく、
“門小・大川小の震災遺構”を核と
して世界へ情報発信するため、実
現可能な「石巻市―東北―全国―
世界へ」のつながりを説明する『概

念図』を付け加える 

体制について、空間
的なものと人的なも
のをしっかり分けて

考える 
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